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当院外来診療あるいは入院診療を受けられた患者さんへ 

 

「 成長期における腰椎骨盤の発達と骨癒合時期について

の検討 」へのお願い 
 

整形外科では、下記のような診療を受けた患者さんの試料・情報を用いた研究を行いま

す。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

研究の対象：2012 年 04 月 01 日～2024 年 03 月 31 日の間に、当院において、腰椎および

仙骨を含む部位の CT を施行された 0歳～40 歳の方 

研究期間：研究機関の長の研究実施許可日～2027 年 3 月 31 日 

研究目的・利用方法 :  

腰椎分離症は下部腰椎椎弓の関節突起間部およびその周囲の疲労骨折として発症する

と言われています。発育期のスポーツ障害と言われており、過度な負荷が腰椎に加わる

ことにより起こるとされています。しかし、臨床において健常患者と形態が異なるよう

に感じることがあり、この相違点の有無を調査します。 

 

研究に用いる試料・情報の項目：  

当院小児科・内科・外科・整形外科・救急外来で撮影された 0歳―40 歳の CT にて骨盤部

まで撮像されているものを用いて観察・評価を行います。 

Ｌ５椎弓峡部断面積（断面の長径と短径） 

 

研究への参加辞退をご希望の場合 

本研究に関して新たに患者さんに行っていただくことはありませんし、費用もかかりませ

ん。本研究の内容や研究結果等について質問等がありましたら以下の連絡先まで問い合わ

せください。また、試料・情報が当該研究に用いられることについて了承いただけない場

合には研究対象としませんので、以下の連絡先まで申し出ください。なお、本研究は、岐

阜大学大学院医学系研究科医学研究等倫理審査委員会において審査、承認され、研究科長・

病院長の許可を得ております。また、この研究への参加をお断りになった場合にも、将来

にわたって当科における診療・治療において不利益を被ることはありませんので、ご安心

ください。 

 

研究から生じる知的財産権の帰属と利益相反 

 研究者及び岐阜大学に帰属し、研究対象者には生じません。研究の結果の解釈および結果

の解釈に影響を及ぼすような「起こりえる利益相反」は存在しません。 

 

研究責任者 



 1

 岐阜大学医学部附属病院 整形外科  

氏名：野澤 聡 

 

連絡先 

 岐阜大学医学部附属病院 整形外科  

 電話番号：058-230-6333 

 氏名：石塚 恭平 

 

【苦情窓口】 

 岐阜大学医学系研究科・医学部 研究支援係 

 〒501-1194 

 岐阜県岐阜市柳戸１番１ 

 Tel：058-230-6059 

 E-mail：rinri@gifu-u.ac.jp 


